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〈写真・菊地信夫〉

福祉タイムズ

　エマさん（右）とチトラさん（中央）がEPA（経済連携協定）によ
る外国人介護福祉士候補者としてインドネシアから来日し、横浜
市保土ケ谷区の特別養護老人ホーム「さわやか苑」に勤め始めた
のは３年前。「食べ物は何が好きですか？どんな料理ですか？」
滑らかに会話を盛り上げる２人だが、ここまでの道のりは平坦で
はなかった。「職員や利用者の皆さんの協力があって頑張ってこ
られた。今後も介護技術を磨きたい」職員総出のサポート体制に
支えられ、２人は今年、国家試験合格の知らせを受け取っている。

言葉の壁を超えて

http://www.knsyk.jp

編集・発行　　社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会
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02　特集
　　平成23年度県社協事業報告・決算報告
04　
　　・ 平成23年度県共同募金会配分結果・決算報告
　　・ 携帯電話を活用した高齢者の見守り活動に高評価
06　私のおすすめ
　　親子向けプラネタリウムで満天の星を見上げよう！
07　福祉最前線
　　（公財） 神奈川県老人クラブ連合会「ゆめクラブ神奈川」
08　連載　かながわの福祉課題を追う―第３回―
10　県社協のひろば
　　・福祉のしごとフェア2012夏
　　・自助具で広がる 私らしい生活
12　かながわ 情報
　　 ともしび喫茶「青林檎」（相模原市緑区）
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立
っ
た
総
合
相
談
の
実
践
に
向
け
、「
市

町
村
権
利
擁
護
相
談
セ
ン
タ
ー
機
能
（
仮

称
）」
の
構
築
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

推
進
項
目
４　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
に
向
け
た
、
法
人
・
施
設
等
へ
の
支
援

と
人
材
確
保
・
育
成
に
向
け
た
取
り
組
み

○
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
へ
の

取
り
組
み
や
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
選
択
を

支
援
す
る
た
め
、
経
営
者
部
会
や
県
・
市

町
村
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
第
三
者
評
価

の
受
審
促
進
に
向
け
た
関
連
事
業
の
取
り

組
み
内
容
の
改
善
を
図
り
ま
し
た
。

○
経
営
者
部
会
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
に

よ
る
社
会
貢
献
・
地
域
貢
献
の
具
体
的
な

展
開
方
策
等
を
検
討
す
る
ほ
か
、
災
害
支

援
施
設
職
員
に
必
要
な
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

○
福
祉
人
材
確
保
に
向
け
て
は
、
求
職
者

へ
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門
員
に
よ
る
相
談
や
職

場
体
験
、
福
祉
の
仕
事
を
知
る
懇
談
会
の

開
催
等
を
通
じ
た
、
福
祉
・
介
護
の
仕
事

の
理
解
促
進
に
努
め
ま
し
た
。

○
全
社
協
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
合
わ
せ
再

編
し
た
、
階
層
別
研
修
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
福
祉
の
職
場
に
お
け
る
実
践
的
・

効
果
的
な
職
場
研
修
や
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
実
施
に

向
け
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。

推
進
項
目
５　
低
所
得
世
帯
や
障

害
者
・
高
齢
者
世
帯
等
の
生
活
の

再
建
や
自
立
に
向
け
た
支
援

○
生
活
福
祉
資
金･

臨
時
特
例
つ
な
ぎ
資

金
貸
付
事
業
に
つ
い
て
は
、
貸
付
相
談
等

も
含
め
、
社
協
の
体
制
強
化
や
運
用
上
の

課
題
等
を
整
理
し
、
そ
の
解
決
方
策
の
検

討
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
を
進
め
、
事
業

の
円
滑
な
実
施
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、

制
度
改
正
後
の
県
・
市
区
町
村
社
協
及
び

関
係
機
関
等
の
取
り
組
み
の
現
状
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
制
度
上
の
課
題
や
体
制

等
の
あ
り
方
に
つ
い
て
整
理
し
ま
し
た
。

推
進
項
目
６　
県
社
協
の
経
営
・

運
営
体
制
整
備

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
本
会
関
連
事
業
を
活

用
し
た
広
報
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
既

存
法
人
会
員
に
対
し
て
の
施
設
会
員
加
入

を
促
進
し
ま
し
た
。

○
事
業
執
行
体
制
と
財
源
の
状
況
を
か
ん

が
み
、
必
要
な
財
源
、
人
事
・
給
与
体
制

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

推
進
項
目
７　
情
報
発
信
機
能
と

政
策
提
言
機
能
の
強
化

○
職
員
に
よ
る
局
内
情
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
開
催
し
、
情
報
収
集
に
つ
い
て
の
考
え

方
を
ま
と
め
ま
し
た
。
ま
た
、
情
報
の
共

有
化
に
向
け
デ
ー
タ
整
備
を
進
め
ま
し
た
。

○
会
員
の
意
見
を
伺
い
、
政
策
提
言
委
員

会
に
お
い
て
課
題
等
を
整
理
し
、
関
係
機

関
へ
提
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
特
に
共
有

す
べ
き
課
題
に
つ
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
、広
く
理
解
促
進
に
努
め
ま
し
た
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

推
進
項
目
１　
住
民
の
主
体
的
な
参
加
に

向
け
た
理
解
促
進
・
参
加
機
会
の
創
出
と

当
事
者
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
へ
の
取
り
組
み

○
団
体
・
グ
ル
ー
プ
と
の
協
働
に
よ
り
、

地
域
で
の
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
や
さ

ま
ざ
ま
な
思
い
を
抱
え
た
方
々
の
思
い
を

知
り
考
え
る
機
会
な
ど
、
福
祉
の
主
体
的

な
学
び
の
場
を
つ
く
り
ま
し
た
。

○
地
域
福
祉（
と
も
し
び
）推
進
助
成
事
業

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
を
行
い
、
新
た

な
助
成
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
創
設
し
ま
し
た
。

○
障
害
の
あ
る
方
々
の
自
立
と
社
会
参
加

に
向
け
「
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
」
へ
の
支

援
を
行
う
ほ
か
、
多
機
能
型
と
も
し
び

シ
ョ
ッ
プ
モ
デ
ル
事
業
「
と
も
し
び

シ
ョ
ッ
プ
交
流
サ
ロ
ン
」
で
の
地
域
交
流

の
機
会
づ
く
り
を
進
め
、
と
も
し
び
運
動

の
理
念
浸
透
と
福
祉
意
識
の
醸
成
に
努
め

ま
し
た
。【
関
連
記
事
12
面
】

推
進
項
目
２　
地
域
の
状
況
に
応
じ
た

福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
推
進

○
買
い
物
支
援
や
見
守
り
な
ど
、
今
日
的

な
生
活
課
題
を
把
握
す
る
調
査
を
実
施
し
、

課
題
の
共
有
化
を
図
る
ほ
か
、
課
題
解
決

に
向
け
た
社
協
の
活
動
を
支
援
し
ま
し
た
。

○
市
町
村
社
協
の
経
営
、
組
織
運
営
等
に

か
か
る
相
談
に
適
切
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
各
種
情
報
提
供
・
助
言
等
に
努
め
、

組
織
基
盤
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

○
民
生
委
員
児
童
委
員
部
会
で
検
討
会
を

開
催
し
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
役
割
や

課
題
を
確
認
し
、
活
動
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
向
け
検
討
し
ま
し
た
。

○
保
護
司
部
会
委
員
会
で
、
矯
正
施
設
退

所
者
等
の
生
活
状
況
や
支
援
に
お
け
る
課

題
等
の
共
有
化
を
図
る
と
と
も
に
、
今
後

の
福
祉
と
更
生
保
護
活
動
の
協
働
・
連
携

の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

推
進
項
目
3　
身
近
な
地
域
に
お
け
る

権
利
擁
護
相
談
体
制
づ
く
り
の
推
進

○
市
町
村
社
協
の
法
人
後
見
事
業
の
立
ち

上
げ
支
援
を
通
じ
、
地
域
に
お
け
る
権
利

擁
護
・
成
年
後
見
制
度
の
普
及
・
充
実
に

努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
や
研
修
会
等
の
開
催
な
ど
、
事
業
の
質

の
確
保・向
上
に
向
け
取
り
組
み
ま
し
た
。

○
地
域
に
お
け
る
権
利
擁
護
の
視
点
に

　
本
会
活
動
推
進
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、
計
画
目
標
の
達
成
に
留
意
し
つ
つ
事
業
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
よ
り
、
当
初
の
計
画
事
業
以
外
で
も
、

被
災
地
支
援
・
県
内
に
お
け
る
被
災
状
況
へ
の
対
応
・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
被
災
地
か

ら
の
避
難
者
へ
の
支
援
な
ど
を
行
っ
た
ほ
か
、
災
害
時
に
お
け
る
関
係
者
の
連
携
体
制
づ

く
り
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
以
下
、
重
点
事
業
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

特
集

平
成
23
年
度
県
社
協
事
業
報
告
・
決
算
報
告
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平成23年度決算総括表（資金収支）

平成23年度事業・決算に関する監事監査意見書等の公告

総合財産目録

（単位：円）自：平成23年4月1日　至：平成24年3月31日

平成24年3月31日現在（単位：円）

平成24年3月31日現在（単位：円）

（生活福祉資金関連5会計）

本会定款第34条第２項の規定により、監事監査意見書を公告するとともに、独立監査人による監査報告書を併せて掲載します。

会計区分 収入合計額 支出合計額 差引残額
一般会計 9,090,243,927 8,327,039,469 763,204,458
公益事業特別会計 560,436,809 463,469,623 96,967,186
収益事業特別会計（事業収支） 46,333,464 30,489,354 15,844,110
生活福祉資金特別会計 8,920,069,846 2,033,997,357 6,886,072,489
県単生活福祉資金特別会計 13,542,509 5,111,892 8,430,617
生活福祉資金貸付事務費特別会計 364,203,610 301,349,278 62,854,332
要保護世帯向け長期生活支援資金特別会計 41,071,688 14,149,688 26,922,000
臨時特例つなぎ資金特別会計 101,214,503 26,834,846 74,379,657

合　　　　計 19,137,116,356 11,202,441,507 7,934,674,849

資産の部 負債の部
流動資産 7,103,249,316 流動負債 44,590,221
　預金 7,067,304,811 　未払金 43,044,050
　未収金 35,924,812 　預り金 1,546,171
　前払金 19,693

固定負債 32,144,000
固定資産 6,783,623,158 　会計単位外長期借入金 32,144,000
　運用財産 6,711,052,206
　他固定資産 72,570,952 積立金 15,073,892,338

次期繰越活動収支差額（※3） △1,263,754,085
資産合計 13,886,872,474 負債・純資産合計 13,886,872,474

貸借対照表
平成24年3月31日現在（単位：円）（一般・公益・収益会計）

※２　貸付金原資積立分等

※１　要保護世帯向け長期生活支援資金特別会計の生活福祉資金特別会計からの借入金

※３　欠損補てん積立等

資産の部 負債の部
流動資産 1,044,005,849 流動負債 199,218,054
　現金 336,559 　未払金 150,324,440
　預貯金 956,199,323 　預り金 16,514,324
　未収金 86,451,258 　前受金 635,290
　前払金 1,018,709 　賞与引当金 31,744,000
固定資産 9,971,491,957 固定負債 5,710,199,575
　基本財産 2,125,290 　長期借入金 5,355,853,000
　他固定資産 9,192,116,194 　退職給与引当金 352,701,575
　特定預金 777,250,473 　長期預り金 1,645,000

基本金 2,125,290
　基本金 2,125,290
基金 2,663,492,390
　ともしび基金 2,295,222,272
　民間社会福祉事業従事者福利厚生基金 100,000,000
　萬谷児童福祉基金 268,270,118
国庫補助金等特別積立金 5,164,844
他の積立金 1,924,397,412
次期繰越活動収支差額（※2） 510,900,241

資産合計 11,015,497,806 負債・純資産合計 11,015,497,806

監査意見書
　社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会における平成23年度の業務の執行状況並び
に財務の状況について調査したところ、業務は概ね適正に実施されているが、次の
事項について対応、改善を図るようお願いしたい。
　また、決算書類は、神奈川県社会福祉協議会の財産及び収支を適正に表示してい
るものと認める。

１　事業・組織運営について
　少子高齢化の進展や地域の連帯感の希薄化、厳しい社会・経済情勢などにより、
福祉の課題はますます大きくなっているが、一方で、福祉現場における人材不足が
深刻化するなど、福祉を取り巻く環境は一段と厳しさを増している面がある。
　こうした中、全県域における地域福祉の推進組織として、貴協議会に寄せられる
期待はますます大きくなっている。その期待にこたえ、福祉人材の確保や国・県の
各種福祉施策・事業に取り組んだことを評価する。更には、東日本大震災に対する
支援活動に、積極的に取り組んだことを高く評価する。
　しかしながら、国や県からの公金に大きく依存している財務状況を踏まえると、
例えば、研修事業のような貴協議会の専門性を発揮できる事業分野の充実強化や、
現在実施している収益的な事業の工夫等、さまざまな手法で自主財源の確保を図り、
経営基盤の安定と充実・強化に努めていただきたい。
　さらには、厳しい財政状況の中でも、多様化する県民の福祉ニーズに着実に応え、
県民の信頼の下、事業を推進していくためには、多様な福祉の担い手や関係機関と
の連携や役割分担を進めるとともに、活動推進計画に基づく事業等の進行管理や事
業評価制度の結果を踏まえ、「選択と集中」の観点から事業の見直しや重点化を図る
など、効果的かつ効率的な組織運営をお願いしたい。

２　予算執行と事務処理について
　監査法人による外部監査により、適正な会計処理等に努めているところであるが、
事業執行やそのチェック体制のあり方等について、引き続き一部改善すべき点が見
受けられる。会費、寄附金及び公金を財源として事業を執行していることに鑑み、
事業の成果や執行状況について適宜検証を行い、一層の効果的な事業執行に努めて
いただきたい。

平成24年5月16日
社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会
監事　髙橋　孝久　監事　内山　恭宏　監事　都築　融光

独立監査人の監査報告書
平成24年５月10日

社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会
会長　林　英樹　殿
　　　　　　　　　　　　　　　  監査法人　エムエムピージー・エーマック
　　　　　　　　　　　　　　　  代表社員　業務執行社員
　　　　　　　　　　　　　　　  公認会計士　川原　丈貴　公認会計士　髙倉　隆
　当監査法人は、社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会の平成23年４月１日から平
成24年３月31日までの平成23会計年度の計算書類、すなわち、資金収支計算書(資金
収支決算内訳表を含む。)、事業活動収支計算書(事業活動収支内訳表を含む。)、貸
借対照表、財産目録及び計算書類の注記について監査を行った。
計算書類に対する理事者の責任
　理事者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる社会福祉法人会計
の基準に準拠して計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又
は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類を作成し適正に表示するために理事者
が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計
算書類に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に
公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査
法人に計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るため
に、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手
続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算
書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的
は、内部統制の有効性について意見表明をするためのものではないが、当監査法人は、
リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算
書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、理事者
が採用した会計方針及びその適用方法並びに理事者によって行われた見積りの評価
も含め全体としての計算書類の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断
している。
監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる
社会福祉法人会計の基準に準拠して、社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会の平成
23会計年度の収支及び事業活動の状況並びに同会計年度末日現在の財政状態をすべ
ての重要な点において適正に表示しているものと認める。
利害関係
　社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会と当監査法人又は業務執行社員との間には、
公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

資産の部 負債の部
流動資産 8,147,255,165 流動負債 243,808,275
　現金 336,559 　未払金 193,368,490
　預貯金 8,023,504,134 　預り金 18,060,495
　前払金 1,038,402 　前受金 635,290
　未収金 122,376,070 　賞与引当金 31,744,000
固定資産 16,755,115,115 固定負債 5,742,343,575
　基本財産 2,125,290 　銀行借入金 5,355,853,000
　他固定資産 16,752,989,825 　退職給与引当金 352,701,575

　会計単位外長期借入金（※1） 32,144,000
　長期預り金 1,645,000

資産合計 24,902,370,280 負債合計 5,986,151,850
差引純資産 18,916,218,430
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▽ 地域福祉を推進する市区町村社会福祉協議会の活動を支援するために（58団体） 303,062,998円
▽ 法定社会福祉施設を利用する児童・障がい児者・高齢者を支援するために（111施設） 160,249,450円
▽ 障がい者地域作業所・生活ホームで自立就労訓練を行う障がい者を支援するために（118施設） 54,447,600円
▽ 青少年・障がい者・高齢者・難病当事者・女性保護団体等の活動を支援するために（88団体） 74,770,448円
▽ 在宅福祉サービスを推進する非営利型福祉団体の活動を支援するために（230団体） 47,240,000円
▽ 年末たすけあいとして募集し、市区町村ごとに行う援護や事業のために（58団体） 406,673,017円
▽ 国内大規模災害時の被災者支援のための災害準備金繰入額として 35,773,000円
▽ 公の制度では取り上げられない開拓的・実験的・啓発的な事業を推進する社会福祉団体の活動費として 5,000,000円
▽ 市区町村ごとに共同募金運動を展開するための募金資材の作成等に 57,420,000円
▽ 全戸配布用広報資料の作成や小中学生福祉作文コンクールの開催事業等に 81,519,000円

合　　計　（663件） 1,226,155,513円

　

平
成
23
年
10
月
か
ら
３
カ
月
間
に
わ

た
り
実
施
し
た
共
同
募
金
運
動
に
は
、

昨
年
度
を
１
１
０
０
万
円
上
回
る
11
億

９
２
４
０
万
円
余
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
は
、県
内
６
７
０
件
を

超
え
る
福
祉
施
設
・
団
体
か
ら
配
分
申

請
が
寄
せ
ら
れ
、公
正
な
配
分
を
実
施

す
る
た
め
、県
共
同
募
金
会
「
配
分
委

員
会
」で
申
請
施
設
の
現
地
調
査
を
実

施
す
る
な
ど
、慎
重
に
配
分
案
の
策
定

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

配
分
委
員
会
で
策
定
さ
れ
た
配
分
案

は
、さ
ら
に
平
成
24
年
３
月
に
開
催
し

た
県
共
同
募
金
会
「
理
事
会
」「
評
議
員

会
」で
最
終
審
査
が
行
わ
れ
、下
記
の
と

お
り
共
同
募
金
の
使
途
が
決
定
し
た
こ

と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

共
同
募
金
運
動
に
い
ろ
い
ろ
な
お
立

場
で
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
皆
さ
ま

に
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、県
共
同
募
金
会

の
事
業
に
引
き
続
き

ご
支
援
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

配
分
結
果
の
報
告

平
成
23
年
度
県
共
同
募
金
会
配
分
結
果
・
決
算
報
告

　

県
共
同
募
金
会
定
款
第
38
条
の
規
定
に
も
と
づ
き
、平
成
23
年
度
収
支
決
算
内
容

を
、次
の
と
お
り
公
告
い
た
し
ま
す
。

（
県
共
同
募
金
会
☎
045
―
312
―
６
３
３
９　
URL http://w

w
w
.akaihane-kanagaw

a.or.jp

）

収
支
決
算
の
報
告

平成23年度共同募金・使途概要

※上記使途財源には、前年度繰越金等を含みます

一般会計　各経理区分収支一覧表

貸借対照表

（単位：円）自：平成23年4月1日　至：平成24年3月31日

（単位：円）平成24年3月31日現在

社会福祉法人神奈川県共同募金会

社会福祉法人神奈川県共同募金会

経理区分名　
　内　　訳 本部 寄付金 たすけあい

福祉資金
受配者指定
寄付金 合計

１ 収入総額 142,560,397 1,250,507,636 3,172,432 230,608,153 1,626,848,618
２ 支出総額 139,063,892 1,226,312,513 36,767,497 228,558,949 1,630,702,851
３ 当期繰越活動収支差額（１- ２） 3,496,505 24,195,123 △33,595,065 2,049,204 △3,854,233
４ 前期繰越活動収支差額 20,829,405 141,406,572 △3,481,103 18,208,575 176,963,449
５ 積立金取崩額 0 0 50,000,000 0 50,000,000
６ 積立金積立額 3,242,000 0 0 0 3,242,000
７ 次期繰越活動収支差額（３+ ４+ ５- ６） 21,083,910 165,601,695 12,923,832 20,257,779 219,867,216

資産の部 負債及び純資産の部
科目 平成22年度 平成23年度 増減 科目 平成22年度 平成23年度 増減

流動資産 1,264,916,211 1,212,635,948 △52,280,263 流動負債 1,089,873,483 994,577,272 △95,296,211
　預貯金 1,124,758,201 1,071,715,318 △53,042,883 　未払配分金 858,540,302 816,204,000 △42,336,302
　有価証券 33,000 48,000 15,000 　未払金 186,699,166 133,533,033 △53,166,133
　次年度運動積立預金 139,094,000 138,939,000 △155,000 　開拓啓発事業資金 8,270,100 7,770,100 △500,000
　未収金 1,031,010 1,933,630 902,620 　災害準備金 30,000,000 35,773,000 5,773,000
固定資産 464,894,721 420,774,540 △44,120,181 　預り金 595,074 1,019,997 424,923
　基本財産 9,300,000 9,300,000 0 　災害義援金預り金 5,768,841 277,142 △5,491,699
　　基本財産特定預金 9,300,000 9,300,000 0 固定負債 28,890,000 31,640,000 2,750,000
　その他の固定資産 455,594,721 411,474,540 △44,120,181 　退職給与引当金 28,890,000 31,640,000 2,750,000
　　退職給与積立預金 28,890,000 31,640,000 2,750,000 負債の部合計 1,118,763,483 1,026,217,272 △92,546,211
　　運営費積立預金 38,000,000 41,000,000 3,000,000 基本金 9,300,000 9,300,000 0
　　支会経費積立預金 1,784,000 2,026,000 242,000 　基本金 9,300,000 9,300,000 0
　　たすけあい福祉資金積立預金 185,000,000 135,000,000 △50,000,000 その他の積立金 424,784,000 378,026,000 △46,758,000
　　投資有価証券 199,768,000 199,768,000 0 　運営費積立金 38,000,000 41,000,000 3,000,000
　　車両運搬具 2,347,230 2,347,230 0 　支会経費積立金 1,784,000 2,026,000 242,000
　　備品 3,917,265 3,917,265 0 　たすけあい福祉資金積立金 385,000,000 335,000,000 △50,000,000
　　減価償却累計額 △6,111,774 △6,223,955 △112,181 次期繰越活動収支差額 176,963,449 219,867,216 42,903,767
　　職員厚生会貸付金 2,000,000 2,000,000 0 純資産の部合計 611,047,449 607,193,216 △3,854,233

資産の部合計 1,729,810,932 1,633,410,488 △96,400,444 負債及び純資産の部合計 1,729,810,932 1,633,410,488 △96,400,444
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一般社団法人

福祉施設経営相談室　税務・会計の専門相談員

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

　

高
齢
化
の
進
展
や
家
族
・
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
を
背
景
に
、
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守
り
や
安
否
確

認
の
重
要
性
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
座
間
市
社
協
で
は
、
昨
年
12
月
か
ら

２
カ
月
間
、
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
協
力

を
得
て
、携
帯
電
話
と「
つ
な
が
り
ほ
っ

と
サ
ポ
ー
ト
」（
※
）を
活
用
し
た
高
齢
者

の
地
域
見
守
り
実
証
実
験
（
監
修
：
田

園
調
布
学
園
大
学
村
井
祐
一
教
授
）
を

行
い
、
効
果
を
検
証
し
ま
し
た
。

　
地
区
社
協
や
自
治
会
を
通
じ
て
、
実

験
に
参
加
し
た
住
民
は
46
人
。
実
験
期

間
中
、「
見
守
ら
れ
る
人
」
の
携
帯
電

話
の
開
閉
回
数
や
歩
数
等
が
、
定
期
的

に
「
見
守
る
人
」
に
メ
ー
ル
送
信
さ
れ

る
ほ
か
、
携
帯
電
話
を
一
定
期
間
利
用

し
な
か
っ
た
り
、
電
池
残
量
が
一
定
量

以
下
に
な
っ
た
場
合
等
に
も
メ
ー
ル
が

発
信
さ
れ
ま
し
た
。

　
検
証
の
結
果
、
見
守
る
人
・
見
守
ら

れ
る
人
と
も
に
評
価
は
高
く
、
当
初
懸

念
さ
れ
て
い
た
見
守
る
側
の
心
理
的
負

担
感
や
、
見
守
ら
れ
る
側
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
へ
の
不
安
感
に
つ
い
て
も
、
実
験

後
に
は
大
き
く
軽
減
さ
れ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
地
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
行
う
見
守
り
活
動
の
手
段
と
し

て
、
携
帯
電
話
の
活
用
に
一
定
の
効
果

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
緊
急
対
応
や
費
用
負
担
等
の
課
題
は

残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
た
な
見
守
り

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
今
後
の
展
開
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

※ 

携
帯
電
話
の
利
用
状
況
等
を
、
自
動
で
メ
ー

ル
配
信
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
サ
ー
ビ
ス 

（
URL http://w

w
w
.nttdocom

o.co.jp/

）

◆ 

座
間
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

 

☎ 

046
―
266
―
２
０
０
１

　
℻ 

046
―
266
―
２
０
０
９

　

 

URL http://w
w
w
.zam

ashakyo.jp/
 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

携
帯
電
話
を
活
用
し
た
高
齢
者

の
見
守
り
活
動
に
高
評
価
―
座
間

市
社
協「
つ
な
が
り
ほ
っ
と
サ
ポ
ー
ト

地
域
見
守
り
実
証
実
験
」結
果
か
ら

2012年4月27日～5月29日

● 「介護プロフェッショナルのキャリア段位
制度」導入
　内閣府は５月11日、今秋開始予定の「介護プ
ロフェッショナルのキャリア段位制度」を事業
所が導入した場合、介護職員処遇改善加算の
キャリアパス要件の一部として認める方針を示
した。この制度は、介護現場の実務を焦点に、
介護技術を段階的に「レベル１」から「レベル
７」までを認定する仕組み。実践的スキルの評
価は、一定の要件を満たした事業所職員が評価
者（アセッサー）となって行い、外部機関が妥
当性・信頼性を点検する。

●県 エルピーガス協会と協定締結
　県は５月17日、孤立死の発生を未然に防止す
るため、神奈川県エルピーガス協会と協定を締
結し、ガス供給が停止予定の世帯には福祉事務
所の案内書を配布、また検針等で訪問した際に
異変を感じ、生命の危険が予見された世帯につ
いて市町村等に通報する仕組みをつくった。な
お厚労省は５月11日に、電気･ガス･水道の料金
滞納等から生命の危険が疑われる世帯について
は、個人情報保護法における情報提供の制限の
適用外となり、本人の同意なしに情報提供でき
ることを都道府県等に通知している。

● 障害者雇用率2.0％に引き上げ
　全国のハローワークを通じた障害者就職件数
が、昨年度から12.2％増の約６万件となり、過去
最高を更新した。厚労省は５月23日、民間企業の
障害者法定雇用率を1.8％から2.0％に引き上げ
る方針を明らかにしている。



❖ 子ども連れも楽しめる“子ども向け番組”
　プラネタリウムは星空をドーム型スクリーンに再現
し、季節の星や星座の解説などを行います。天候に左
右されない屋内施設でゆったりと過ごしながら、満天
の星が輝くロマンチックな夜空を眺めていると、毎日
育児に追われているお母さん・お父さんの心も癒され
ます。しかし、子どもが小さいと、プラネタリウムの
投影中に静かにじっと座っているのは難しいだろう
と、親子で一緒に楽しむことをためらう人も多いので
はないでしょうか。
　今年４月、川崎市の生田緑地にリニューアルオープ
ンした「かわさき宙（そら）と緑の科学館」は、最新
鋭機「メガスターⅢフュージョン」を導入。肉眼では
見えない星までも描き出した世界最高といわれる星空
が広がります。土曜・日曜・祝日・春夏冬休み期間は
１日１回、解説員による星空の生解説と星に関するお
話で構成される子ども向け番組を投影。６～８月のお
話は『たなばたものがたり』を予定しており、天の川
を舞台とした織姫と彦星の親しみやすい伝説に子ども
も夢中になって見入るでしょう。

❖ 乳幼児の初めてのプラネタリウム体験！
　500万個の星によって大迫力の宇宙を体感できるの
は、「神奈川工科大学厚木市子ども科学館　コスモシ

アター」。こちらでは子ども向け番組を中心に、平日
は１日１回、土曜・日曜・祝日・春夏冬休み期間は１
日４回投影しています。また、奇数月の第２水曜には
乳幼児とその保護者を対象とした「０歳からのプラネ
タリウム～きらきらタイム」を開催。子どもたちが怖
がらないように場内を真っ暗にしない、途中退場しや
すいなどの配慮をし、乳幼児向けの歌やクイズの時間
も用意しています。
　子ども向けの番組やイベントは、小さい子ども連れ
も気兼ねなく楽しめて安心です。また、プラネタリウ
ムの多くは科学館に併設しているので、小学生は館内
展示物も見学し、夏休みの宿題のヒントにつなげても
よいですね。

■かわさき宙
そら

と緑の科学館
☎044－922－4731　℻044－934－8659
■神奈川工科大学厚木市子ども科学館
☎046－221－4152　℻ 046－224－9666

ほかにもあります！
　　　　　子ども向け番組を投影するプラネタリウム！！

★相模原市立博物館
☎042－750－8030　℻ 042－750－8061

★藤沢市湘南台文化センターこども館
☎0466－45－1500　℻ 0466－45－1503

★伊勢原市立子ども科学館
☎0463－92－3600　℻ 0463－92－3601

※番組スケジュールなど詳細はお問合わせください

神奈川工科大学厚木市子
ども科学館の展示ホー
ル。遊びながら科学の不
思議に触れられます。「ど
うしてこうなるの？」と
思ったら調べてみよう！

「０歳からのプラネタリ
ウム」の次回開催は７月
11日（水）。観覧希望者
は６月30日（土）（厚木
市外の方は翌日）から先
着順で受け付けます
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親子向けプラネタリウムで
満天の星を見上げよう！

　アジサイが大輪の花をしっとりと咲かせるこの
季節。梅雨空が続いて雨がシトシトと降り、晴れ
間には太陽がジリジリと照りつけ、おでかけや外
遊びには工夫をしたい季節です。そこで今回は雨
の日も暑い日も楽しめるプラネタリウムをおすす
め。小さい子どもと一緒に鑑賞できる“子ども向
け番組”を投影する施設をご紹介しましょう。

インフォメーション

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 

今月は ⇨ （N）ままとんきっず　がお伝えします !
　今年で子育て支援活動20年。お母さんたちが主体となって、
親子が集うサロン運営・グループ保育・各種講座の開催・
産後サポート・子育て支援センター運営などを展開。情報誌・
単行本の発行物は40冊を超え、一部は海外でも翻訳出版。
最新刊『子育てしながら輝いて生きる─0～6歳育児を楽し
くするママたちの声─』も大好評。2010年の内閣府「チャ
イルド・ユースサポート章」を受賞。
＜連絡先＞川崎市多摩区菅稲田堤３―５―43
　　　　  ☎/FAX　044－945－8662
　　　　  URL　http://www.mamaton.jpn.org/　



7
第727号　福祉タイムズ　2012.6.15

福祉最前線
̶現場レポート̶

◎ このコーナーでは県内各地の福祉関連の当事者・職能団体
等の方々から日ごろの取り組みをご寄稿いただきます。

　公益財団法人神奈川県老人クラブ連合会「ゆめクラブ
神奈川」（以下、「県老連」）は、平成23年に創立以来半
世紀を迎え、盛大な記念式典を開催するための準備をし
ていました。ところが３月11日、東日本大震災が発生し、
大津波と原発事故の放射能等が未曽有の被害をもたら
し、世界中の話題と関心を集めました。
　県老連は早速会員に呼び掛けて、「義援拠金」と「元
気袋」を被災地の福島県の会員に届けることができまし
た。特に、日用品や雑貨類を入れて、励ましのコメント
をした元気袋は、大変喜ばれ丁重な礼状が寄せられまし
た。また、11月を予定して計画を進めていた創立50周年
記念式と祝賀会は、自粛ムードが広がり、極力質素に開
催しようと備蓄していた費用の250万円を、神奈川新聞
社を通して被災地に寄附をすることにしました。
　従って、式典や祝賀会には、ご来賓として黒岩祐治県
知事もご臨席いただきましたが、最小限の会となりまし
た。中でも記念誌として、「輝く半世紀の歩み」を刊行
することはできました。

　県老連から全国老連に発信をして、今定着している活
動に「友愛活動」「社会奉仕活動」があります。県老連
としては、先駆者としての自負心が引き継がれていると
ともに、会員一人ひとりの努力によって構築されてきた
伝統と実績があります。これからは、視点を転換しなが
ら一つひとつの活動を見直し、楽しく豊かな活動や地域
から頼られる老人であるとともに、みんなで助け合える
仲間を目指したいと思います。
　また、県老連創設50周年の節目に当たり、今後の活動
指針となる活動宣言を次のように誓いました。
Ⅰ、健康づくり活動の推進
Ⅰ、誰もが安心して暮らせる友愛活動の推進
Ⅰ、魅力あるクラブ活動の推進
Ⅰ、新たな仲間づくりの推進
Ⅰ、他の世代と手を携えた地域を支える社会奉仕活動の推進

　これから、団塊の世代を迎えることにより、社会も急
激に変容したり、ニーズが多様化して組織づくりに改善
が予測されます。今後、県当局と話し合って新規事業の
構築に力を注ぎたいと思います。

元気に、仲良く、豊かに、楽しく生きるクラブ活動の構築を

　1961（昭和36）年設立。31市町村老連(横
浜市・川崎市を除く)、10万７千人の会員
が、生活を豊かにする楽しい活動や地域
を豊かにする社会活動を行う。
〈連絡先〉横浜市神奈川区沢渡４－２
　　　　☎ 045-311-8737　℻ 045-312-4288

　理事長　井上　勇
公益財団法人神奈川県老人クラブ連合会「ゆめクラブ神奈川」



公
的
支
援
を
必
要
と
す
る

子
ど
も
た
ち
の
増
加

　
保
護
者
の
な
い
子
ど
も
や
保
護
者
に
監

護
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
子
ど
も

を
、
公
的
責
任
で
社
会
的
に
養
育
し
、
保

護
す
る
と
と
も
に
、
養
育
に
大
き
な
困
難

を
抱
え
る
家
庭
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
を

「
社
会
的
養
護
」
と
い
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
、
わ
が
国
の

15
歳
未
満
の
子
ど
も
の
数
は
、
前
年
に
比

べ
12
万
人
少
な
い
１
６
６
５
万
人
で
、
全

人
口
に
占
め
る
子
ど
も
の
割
合
は
13
％
と

な
り
、
過
去
最
低
を
記
録
し
ま
し
た
。
そ

の
一
方
で
、
社
会
的
養
護
の
対
象
児
童
は

約
４
万
５
千
人
に
上
る
と
い
わ
れ
、
少
子

化
が
進
む
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
庭
環
境

上
、
公
的
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も

の
数
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
障
害
の
あ
る
子
ど
も
、
虐
待
を
受
け
て

心
に
傷
を
も
つ
子
ど
も
、
Ｄ
Ｖ
（
家
庭
内

暴
力
）
を
受
け
た
母
子
の
支
援
な
ど
、
子

ど
も
の
抱
え
る
課
題
は
複
雑
・
多
様
化
し

て
お
り
、
地
域
の
中
で
ど
の
よ
う
に
子
ど

も
の
成
長
を
守
り
育
て
て
い
く
か
、
社
会

的
養
護
の
充
実
は
大
き
な
課
題
で
す
。

地
域
主
権
改
革
一
括
法
と

注
目
さ
れ
る
５
県
市
の
足
並
み

　
地
域
主
権
改
革
一
括
法
に
よ
り
、
こ
の

４
月
か
ら
、
社
会
的
養
護
に
関
わ
る
児
童

福
祉
施
設
の
最
低
基
準
が
、
都
道
府
県
等

に
よ
る
条
例
委
任
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
県
に
お
い
て
は
、
平
成
18
年
に
横
須

賀
市
が
児
童
相
談
所
を
設
置
し
、
平
成
22

年
に
相
模
原
市
が
政
令
市
に
移
行
し
た
こ

と
か
ら
、
５
県
市
（
神
奈
川
県・横
浜
市・

川
崎
市
・
相
模
原
市
・
横
須
賀
市
）
に
権

限
が
移
譲
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
厚
労
省
は
、
施
設
職
員
の
資
格
要
件
や

人
数
、
居
室
面
積
、
虐
待
の
禁
止
や
守
秘

義
務
等
の
人
権
に
直
結
す
る
内
容
に
つ
い

て
、
条
例
を
定
め
る
際
に
従
う
べ
き
基
準

を
示
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
に
つ
い
て

は
、
５
県
市
に
判
断
が
任
せ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
本
会
が
昨
年
行
っ

た
課
題
把
握
調
査
で
は
、
本
会
児
童
福
祉

施
設
協
議
会（
※
）か
ら「
よ
り
公
正・公
平・

高
質
な
内
容
の
条
例
の
策
定
。
５
県
市
の

措
置
者
に
よ
る
処
遇
の
差
が
無
い
仕
組
み

を
」「
児
童
福
祉
に
関
わ
る
諸
制
度
等（
条

例
）
を
極
力
５
県
市
で
統
一
し
た
も
の
に

す
る
こ
と
」
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。
虐
待

な
ど
を
背
景
に
、
子
ど
も
が
福
祉
施
設
等

に
措
置
さ
れ
、
養
育
さ
れ
た
場
合
、
県
内

の
ど
の
地
域
で
育
っ
て
も
環
境
に
差
が
生

じ
な
い
よ
う
、
５
県
市
の
調
整
が
必
要
で

あ
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

社
会
的
養
護
を
取
り
巻
く

５
県
市
の
状
況

　
本
県
で
生
活
す
る
子
ど
も
た
ち
に
つ
い

て
、
平
成
17
〜
22
年
の
推
移
を
み
る
と
、

県
全
体
の
人
口
は
約
25
万
６
千
人
増
加

し
、
そ
の
う
ち
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
９

千
人
程
度
を
占
め
て
い
ま
す
。
特
に
５
県

市
の
動
き
に
注
目
す
る
と
、
県
域
（
政
令

連 載

　地方分権の流れを受けて、介護保険法や障害者自立支援法の実施主体が市町村に一元化され
たことに続き、本年４月より、児童福祉施設の最低基準が５県市（神奈川県・横浜市・川崎市・
相模原市・横須賀市）の条例に委任されました。そこで今回の連載では、本県における社会的
養護を必要とする子どもたちと、５県市の支援を取り巻く状況を探ります。

かながわの福祉課題を追う！

格差のない福祉サービス水準の確保
～社会的養護を必要とする子どもたちへの支援～

3!"#

図１　５県市の人口と18歳未満児童の増減数（H17～22年度）

図２　５県市の児童相談所への相談状況（H22年度）

▲31,905総人口
うち児童

県域 横浜市 川崎市 相模原市 横須賀市
109,145 98,501 88,846 ▲7,853
  7,135▲16,485 14,046  8,276 ▲3,889

▲16,485▲16,485

7,1357,135
14,04614,046

8,2768,276

▲3,889▲3,889

100,000
80,000
60,000
40,000
20,000

0
▲20,000
▲40,000

増
減
数

養護相談
(虐待)
24.0％

県域
34.2％

横浜市
38.9％

川崎市
14.6％

相模原市
8.2％

横須賀市
4.1％その他の相談 6.0％

保健相談 0.3％
非行相談 3.9％

育成相談 
12.3％

障害相談 
43.2％

養護相談（その他）
10.3％

（神奈川県福祉統計より本会作成）

（神奈川県福祉統計より本会作成）
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市
・
横
須
賀
市
を
除
く
市
町
村
。
以
下
同

じ
）と
横
須
賀
市
で
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

一
方
、政
令
市
で
は
増
加
傾
向
が
み
ら
れ
、

特
に
川
崎
市
の
児
童
数
の
伸
び
が
際
立
ち

ま
す
（
図
１
）。

　
現
在
、
本
県
に
は
児
童
相
談
所
が
14
カ

所
（
県
域
⑸
・
横
浜
市
⑷
・
川
崎
市
⑶
・

相
模
原
市
⑴・横
須
賀
市
⑴
）
あ
り
、「
子

ど
も
の
発
達
の
遅
れ
が
心
配
（
障
害
相

談
）」「
子
ど
も
を
家
庭
で
育
て
る
こ
と
が

難
し
い
（
養
護
相
談
）」「
子
育
て
の
心
配

や
不
安
が
あ
る
（
育
成
相
談
）」
な
ど
の

相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
児
童
相
談
所
へ
の
相
談
総
数
は
、
年
間

お
よ
そ
３
万
件
に
上
り
、
こ
の
う
ち
児
童

虐
待
に
関
す
る
相
談
は
24
％
を
占
め
、
横

浜
市
・
県
域
・
川
崎
市
の
順
に
多
く
な
っ

て
い
ま
す
（
図
２
）。
県
全
体
の
推
移
を

み
る
と
、
虐
待
対
応
件
数
は
急
増
し
て
お

り
、
社
会
的
養
護
の
質
と
量
の
拡
充
に
向

け
た
課
題
が
読
み
取
れ
ま
す
（
図
３
）。

　
わ
が
国
で
社
会
的
養
護
を
受
け
る
子
ど

も
の
約
９
割
が
、
児
童
養
護
施
設
や
乳
児

院
で
養
育
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
県
で
は

児
童
養
護
施
設
が
新
た
に
、
平
成
21
年
に

３
カ
所
（
県
域
⑴
、
横
浜
市
⑵
）、
平
成

23
年
に
１
カ
所
（
横
須
賀
市
）
開
設
さ
れ

る
な
ど
、
社
会
的
養
護
の
体
制
整
備
の
計

画
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
厚
労
省
で
は
、
児
童
福
祉
施
設
の

質
的
な
向
上
を
目
指
し
て
、
措
置
費
の
見

直
し
（
上
表
）
を
行
い
、
全
体
的
な
底
上

げ
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
加
え
て

本
県
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ケ
ア
加
算
や
高
校

生
の
学
習
支
援
加
算
な
ど
、
こ
ど
も
の
支

援
の
充
実
に
向
け
て
、
措
置
費
外
の
単
独

補
助
を
自
治
体
ご
と
に
設
け
て
い
ま
す
。

神
奈
川
県
全
体
の
社
会
的
養
護
の

将
来
像
を
見
据
え
て

　
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
が
期

待
さ
れ
る
一
方
で
、
不
況
に
よ
り
税
収
が

落
ち
込
む
中
、地
域
主
権
の
理
念
の
下
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
本
当
に
応
え
て
い

け
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。「
ど
の

自
治
体
に
施
設
が
あ
る
か
」
と
い
う
理
由

で
、
子
ど
も
を
守
る
支
援
に
違
い
が
出
て

く
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
権
利
の
視
点
か

ら
も
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
、施
設
入
所
が
必
要
な
場
合
に
、

相
模
原
市
に
住
む
子
ど
も
が
、
県
域
所
管

の
施
設
に
措
置
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
児
童
虐
待
に
よ
る
施
設
入
所

な
ど
、
こ
れ
ま
で
住
ん
で
い
た
地
域
の
施

設
が
よ
い
と
い
え
な
い
場
面
が
あ
っ
た

り
、
施
設
の
設
置
状
況
や
定
員
数
等
を
勘

案
す
る
必
要
が
あ
っ
た
り
す
る
な
ど
（
図

４
）、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
背
景
に
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
実
態
か
ら
、
５
県
市
の

枠
を
超
え
た
、
広
域
的
な
調
整
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
本
会
児
童
福
祉
施
設
協
議
会

で
は
、
平
成
22
年
度
に
「
地
域
主
権
戦
略

目
標
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
５
県
市

の
行
政
担
当
者
と
の
話
し
合
い
の
場
を
設

け
つ
つ
、
地
方
条
例
化
に
対
し
て
の
意
見

具
申
・
情
報
収
集
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
本
年
度
、
新
た
に
「
神
奈
川
の
社

会
的
養
護
の
将
来
像
に
関
す
る
検
討
会

（
仮
称
）」
を
設
置
し
、
各
自
治
体
の
補
助

金
の
状
況
を
比
較
・
検
討
し
た
上
で
、
近

未
来
の
本
県
の
社
会
的
養
護
の
あ
り
方
を

話
し
合
う
予
定
で
す
。

　
家
庭
や
地
域
社
会
の
養
育
機
能
の
低
下

が
課
題
と
な
る
中
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
域

に
よ
っ
て
養
育
環
境
の
格
差
が
生
じ
な
い

よ
う
、
県
全
体
の
児
童
福
祉
を
ど
の
よ
う

に
高
め
て
い
く
か
。
子
ど
も
を
守
り
育
て

て
い
く
た
め
の
議
論
が
続
い
て
い
ま
す
。

※ 

「
児
童
福
祉
施
設
協
議
会
」
と
は
、
本
会
の
会
員

組
織
で
あ
る
施
設
部
会
が
組
織
す
る
10
協
議
会
の

１
つ
で
、
乳
児
院
・
児
童
養
護
施
設
・
児
童
自
立

支
援
施
設
・
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
の
計
42

施
設
（
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
）
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。（

企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

H22年度
・乳児院の家庭支援専門相談員の非常勤配置 
・児童養護施設の看護師の配置の拡充 
・小規模グループケアの推進（645カ所→703カ所） 
・就職支度費等の改善（@75,000円→77,000円） 

H23年度
・小規模グループケアの推進（703カ所→713カ所） 
・地域小規模児童養護施設の拡充（200カ所→210カ所） 
・就職支度費等の改善（@77,000円→79,000円） 
・児童養護施設における定員規模の見直し（62人→58人）

H24年度

・児童養護施設等の人員配置の引上げ（児童養護施設 6:1→5.5:1等） 
・児童養護施設及び乳児院の里親支援専門相談員の配置 
・小規模グループケアの管理宿直等加算を全グループに配置 
・地域小規模児童養護施設等への賃借料の算定（月額10万円） 
・就職支度費や大学進学等自立生活支度費の改善
（216,510円→268,510円） 等

表　厚労省の児童入所施設等措置予算の改善経緯

（厚労省「社会的養護の現状について」より本会作成）

図3　５県市の児童相談所への相談状況（H17～22年度）

＊ここでは児童福祉施設のうち、乳児院・児童養護施設・情緒障害児短期治療施設・
児童自立支援施設・母子生活支援施設の定員数を合計しています

児童福祉施設・定員数（＊）

児童相談所における
一時保護受付総数

虐待により児童福祉施設
に入所した児童数

児童相談所における
児童虐待相談の対応件数
（右軸）

3000
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1287

3617
4541

1575

5767

1641 1732
1972

5676

2504 2461 2484 2586
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（厚労省福祉行政報告例より本会作成）

図４　 ５県市の児童人口と児童養護
　　　施設定員数の割合（H22年度）

５県市の児童人口（内円）と児童養護施設定員数
（外円）を比べると、県域への偏りが大きい

横須賀市
4.5％

県域
58.6％

4.5％
8.0％

31.3％31.3％15.4％

40.8％

相模原市
2.7％

川崎市
9.5％

横浜市
24.7％

（厚労省福祉行政報告例より本会作成）
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社
会
福
祉
施
設
・
事
業

所
へ
の
就
労
を
促
進
す
る

た
め
、
か
な
が
わ
福
祉
人

材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年

「
福
祉
の
し
ご
と
フ
ェ
ア
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
部
の
「
福
祉
の
職
場
就
職
支
援
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
で
は
、「
福
祉
の
職
場
で
求

め
ら
れ
る
人
材
」
を
テ
ー
マ
に
、
高
齢
・

障
害
・
児
童
の
各
分
野
の
施
設
長
か
ら
、

就
職
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
す
。

　

第
２
部
の
「
就
職
相
談
会
」
で
は
、
県

内
で
社
会
福
祉
施
設
を
経
営
す
る
法
人
や

事
業
所
が
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
仕
事
の
内

容
や
役
割
、雇
用
条
件
や
労
働
環
境
な
ど
、

法
人
・
施
設
の
担
当
者
に
面
談
形
式
で
直

接
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

当
日
来
場
者
に
は
、
出
展
法
人
・
事
業

所
の
求
人
票
が
掲
載
さ
れ
た
冊
子
を
配
布

し
ま
す
の
で
、
冊
子
を
参
考
に
希
望
の

ブ
ー
ス
を
回
り
な
が
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
９
月
７
日
の「
福
祉
の
し
ご
と

フ
ェ
ア
」は
、よ
り
多
く
の
方
が
参
加
で
き

る
よ
う
、「
就
職
相
談
会
」を
横
浜
文
化
体

育
館
、「
就
職
支
援
ガ
イ
ダ
ン
ス
」を
県
総

合
医
療
会
館
と
２
会
場
に
分
け
て
実
施
し

ま
す
。

　
「
福
祉
の
し
ご
と
フ
ェ
ア
」の
入
場
は
無

料
で
す
。履
歴
書
や
事
前
の
申
し
込
み
も

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。福
祉
の
仕
事
に
就
職

を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
、興
味
の
あ
る
方
、

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

☎
045-

312-

４
８
１
６

�

（
福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
担
当
）

　

障
害
や
病
気
な
ど
に
よ
る
ま
ひ

4

4

や
、
年

齢
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
私
た
ち
は
自

分
の
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
い
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
両
手
が
思
う
よ
う
に
動
か
せ
な
い
と

で
き
な
い
こ
と
が
増
え
る
ん
だ
な
」「
細

か
い
こ
と
を
人
に
頼
む
の
は
心
苦
し
い
」

「
自
分
で
ご
飯
を
食
べ
ら
れ
た
ら
い
い
な
」

　

そ
ん
な
と
き
、
自
助
具
を
上
手
に
活
用

す
る
こ
と
で
、
日
常
的
に
誰
か
の
手
助
け

が
必
要
な
方
で
も
、
自
分
の
力
で
で
き
る

こ
と
が
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

自
助
具
は
介
護
用
品
店
等
で
販
売
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
自
分
で
作
っ
た
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
専
門
家
に
作
っ
て
も
ら
う
こ

と
も
で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
握
力
の
弱
い

方
向
け
の
ス
プ
ー
ン
の
場
合
、「
使
う
」

場
面
だ
け
で
な
く
、「
洗
う
」「
持
ち
運
ぶ
」

な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
生
活
場
面
を
踏
ま

え
て
形
や
素
材
を
考
え
ま
す
。
編
み
機
や

囲
碁
盤
な
ど
、
趣
味
の
た
め
に
使
う
道
具

を
改
良
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
そ
の
人
の
不
便
さ
を
助

け
る
自
助
具
に
つ
い
て
、
多
く
の
方
に

知
っ
て
も
ら
い
、
福
祉
関
係
者
の
皆
さ
ん

か
ら
も
必
要
な
方
に
紹
介
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
本
会
で
は
昨
年
度
、
共
同
募

金
の
配
分
を
受
け
て
、Ｄ
Ｖ
Ｄ「
自
助
具
っ

て
な
あ
に
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
自
助
具

を
使
っ
て
生
活
を
便
利
に
、
よ
り
豊
か
に

し
て
い
る
方
た
ち
の
声
や
、
作
業
療
法
士

に
よ
る
自
助
具
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
・
福
祉
施
設
・
市
町
村
社
協
等
に
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

＊�

自
助
具
は
身
体
に
合
わ
な
い
物
や
、
使

い
勝
手
の
悪
い
物
を
無
理
に
使
い
続
け

る
と
症
状
が
悪
化
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
自
助
具
の
選
び
方
や
、
製
作
・
改

良
の
方
法
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
主

治
医
や
作
業
療
法
士
等
の
専
門
家
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

☎
045-

312-

４
８
１
３

　

℻
045-

312-

６
３
０
７

�

（
地
域
福
祉
推
進
担
当
）

県社協の
ひ ろ ば

県社協の
ひ ろ ば

第2回の横浜文化体育館では120ほどの
法人・事業所の出展を予定しています

本会では、一般の方や学生向けの製作
体験教室を行っています

「�

福
祉
の
し
ご
と
フ
ェ
ア
２
０
１
２
夏
」
の

ご
案
内

「
自
助
具
」
で
広
が
る　
私
ら
し
い
生
活

＜第１回＞平成24年７月27日（金）
①就職支援ガイダンス9:30〜11:30
②就職相談会 12:30〜16:00
　会場：日石横浜ビル
　（JR桜木町駅より徒歩約4分）

＜第２回＞平成24年９月７日（金）
①就職支援ガイダンス9:30〜11:30
　会場：神奈川県総合医療会館
　（JR関内駅より徒歩約10分）
②就職相談会 13:00〜16:30
　会場：横浜文化体育館
　（JR関内駅より徒歩約5分）

開催予定

※�詳しくは本会ホーム
ペ ー ジ（http://knsyk.
jp）をご覧ください。
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－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei .co.jp
URL http://www.yasue-sekk ei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

県社協新役員のご紹介
※任期：平成26年５月11日まで
会 長　篠原正治
副 会 長　加茂坂幸昌　鈴木立也
　　　　　梅澤淑弼
常務理事　矢野敏行
【理事】高橋照比古（照陽会）、岸川
洋治（田浦地域福祉センター）、田中
誠一（アガペ壱番舘）、長谷川正義（横
浜市民児協）、齊藤喜信（川崎市民児
協）、原裕子（相模原市民児協）、山
口信郎（県保護司会連合会）、大津幸
雄（横浜市社協）、冨田順人（川崎市
社協）、戸塚英明（相模原市社協）、
石橋𠮷章（県心身障害児者父母の会
連盟）、今井洋一（県ボランティア連
絡協議会）、小西正典（県労働者福祉
協議会）、鈴木和夫（県社協）
【監事】萩原敬三（大原保育園）、内
山恭宏（県民児協）、髙橋孝久（学識
経験者）

役員会の動き
◇ 理事会＝５月11日（金）①任期満了
に伴う正副会長の選任②任期満了
に伴う顧問の選任③各種委員会等

委員の選任④正会員の入会申込
み、５月18日（金）①正会員の入会
申込み②理事の推薦③監事の推薦
④評議員の選任⑤平成23年度県社
協事業報告並びに収入支出決算報
告（案）⑥平成24年度一般会計補正
予算（案）
◇ 評議員会＝5月10日（木）①任期満
了に伴う理事の選任②任期満了に
伴う監事の選任、５月29日（火）①
理事の選任②監事の選任③平成23
年度県社協事業報告並びに収入支
出決算報告（案）
◇ 監事会＝５月16日（水）平成23年度
県社協事業報告並びに収入支出決
算報告（案）

新会員紹介
【経営者部会】（福）横浜悠久会
【施設部会】ティンクル上野川保育
園、名瀬いちい保育園

寄附金品ありがとうございました
【一般寄附金】ジョンソン（株）、脇
隆志
【交通遺児援護基金】大正琴サーク
ル湖陽会

【子ども福祉基金】佐藤和成、NTT
東日本神奈川社会貢献活動推進協議
会
【ともしび基金】県立茅ケ崎養護学
校、宮本真也、県立津久井養護学校、
関根臣樹、第二江陽館、（株）CFSコー 
ポレーション、大正琴サークル湖陽
会 （合計5,632,594円）
【寄附物品】日本シャクリー（株）、
関東アイスクリーム協会、羽山寛之、
神奈川県定年問題研究会

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰 〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

◆助成金 29万円以内
　 ⇒12月末まで随時
◆助成金 30万円以上
　 ⇒７月・10月末までの２回

【問合先】本会地域福祉推進担当
☎045-312-4813　℻045-312-6307

地域福祉（ともしび）推進助成金
申請受付中！

㈱
Ｃ
Ｆ
Ｓ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

石
田
代
表
取
締
役
社
長（
右
）よ

り
と
も
し
び
基
金
へ
の
寄
附
の

目
録
を
受
領
す
る
本
会
篠
原
会

長（
左
）

就任のあいさつ
　この度の役員改選で、会長という大役をお引き受けすることになりました篠原正治でございます。皆さまのお力
添えをいただき、この重責を果たしていく所存でございますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。
　さて、本会は、多様な主体の参加と協働による地域コミュニティづくりの推進、身近な地域における権利擁護相
談体制づくり、福祉サービスの質の向上に向けた取り組み、福祉人材の確保・育成、生活困窮者への生活福祉資金
の貸付など、幅広い事業を実施しております。
　現在、少子高齢化が急速に進行するとともに、孤立死などに象徴されるように、地域社会の人間関係が希薄化し
ています。また、経済情勢の悪化に伴う生活困窮者の増大により、生活保護受給者が過去最大となるなど、社会福
祉を取り巻く状況は、一層厳しさを増しております。
　こうした厳しい状況の中、県民や社会福祉関係者の分野を超えた連携が強く求められています。さまざまな福祉
関係者を会員とする本会の強みを生かして、誰もが安心して生活できる地域づくりに向けて、本会及び会員が一丸
となって活動を展開してまいりますので、なお一層のご支援、ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

会 長
篠原　正治



　　　医療法人社団　悠仁会　ほほえみグループ
医療・福祉を地域の方々へ「ほほえみ」を持って支援いたします。
　◇介護老人保健施設　ほほえみの郷横浜
　◇中希望が丘診療所
　◇御殿山クリニック横浜
　◇ほほえみ内科クリニック（鶴見区岸谷24年5月開院）
　◇居宅介護支援事業所　御殿丸ほほえみ
　＜関連事業＞
　・認知症対応型通所介護　ほほえみ倶楽部
　・イマ南薬局
　・サ高住　ほほえみの郷東戸塚（25年3月 全56戸 入居開始）
医療法人社団  悠仁会  法人事務局　老健 ほほえみの郷横浜
〒241-0806　横浜市旭区下川井町220－１
TEL 045-955-5577　　FAX  045-951-2991

ほほえみアカデミーヘルパー2級講座　指定　保人第211503号
　第 ３ 期　７月１日（日）開講
　受 講 料　68,000円（テキスト・実習費用・保険代含む）
　受講期間　平成24年７月１日～11月11日　全20日程　毎週日曜日
　受講場所　介護老人保健施設  ほほえみの郷横浜（横浜市旭区下川井町）
◆専門知識と経験豊かな老健職員講師陣のきめ細かな指導　
 （医師　看護師　理学療法士　介護・社会福祉士　介護支援専門員ほか）
◆基礎からの介護知識と技術がマスターできます
◆未経験の方でも安心して受講できます（資格修得率100%）
　１期生30名　２期生20名　71歳男性６月２日ヘルパー２級取得

問い合わせ TEL 045－955－5577　　　　　研修責任者　加藤　浩

横浜市ペルパー増加作戦
事業養成機関指定

受講料の20％助成あり

赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています
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障
害
の
あ
る
方
の
社
会
参
加
と
働
く

場
と
し
て
広
が
っ
て
き
た
「
と
も
し
び

シ
ョ
ッ
プ
」。
平
成
元
年
に
県
庁
に
第

１
号
店
が
開
店
し
て
か
ら
23
年
、
記
念

す
べ
き
50
店
目
が
昨
年
11
月
に
、
相
模

湖
畔
の
県
立
相
模
湖
交
流
セ
ン
タ
ー
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
そ
の
名
は
と
も

し
び
喫
茶
「
青
林
檎
」。

差
し
入
れ
食
材
が 

メ
ニ
ュ
ー
の
決
め
手

　
営
業
は
、
祝
日
の
翌
日
を
除
く
火
曜

日
か
ら
日
曜
日
ま
で
の
朝
10
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
。
３
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
交

代
で
主
に
接
客
を
担
当
し
て
い
ま
す

が
、
調
理
は
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
「
ポ
ケ
ッ
ト
」
の
皆
さ
ん
を

中
心
に
、
地
域
の
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
裏
方
を
担
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
新
鮮
な
旬
の
食
材
に
地
元
産
の
野
菜

を
組
み
合
わ
せ
て
、
手
作
り
感
た
っ
ぷ

り
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

「
近
隣
の
畑
や
農
家
か
ら
差
し
入
れ
さ

れ
た
朝
採
り
の
野
菜
を
、
付
け
合
わ
せ

の
小
鉢
等
に
仕
立
て
て
出
す
一
品
は
特

に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
」
と
支
援
ス
タ
ッ

フ
さ
ん
。
こ
の
よ
う
な
差
し
入
れ
を
は

じ
め
と
し
て
、
お
客
さ
ま
へ
の
Ｐ
Ｒ
活

動
な
ど
地
元
の
方
々
か
ら
の
協
力
に

シ
ョ
ッ
プ
運
営
が
大
い
に
助
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
看
板
メ
ニ
ュ
ー
の｢

相
模
湖
ダ
ム
カ

レ
ー｣

は
、
ダ
ム
マ
ニ
ア
の
声
を
聞
き

な
が
ら
、
試
行
錯
誤
し
て
や
っ
と
完
成

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
す
。
ご
飯
を
ダ
ム

に
見
立
て
、カ
レ
ー
の
湖
に
、流
木
（
ポ

テ
ト
）
や
魚
（
煮
干
）
が
ト
ッ
ピ
ン
グ

さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
交
流
の
場
を
目
指
し
て

　
ま
た
、
地
区
内
の
福
祉
施
設
の
手
づ

く
り
製
品
の
販
売
や
、
相
模
湖
地
区
社

協
に
よ
る
無
料
で
の
絵
本
の
貸
し
出
し

〝
ぬ
く
も
り
絵
本
コ
ー
ナ
ー
〞
と
地
区

社
協
活
動
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
併
設
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
す
で
に「
(N)
湘
北
福
祉
会
や
ま
の
べ
」

を
中
心
と
し
て
、
相
模
湖
地
区
の
方
々

に
よ
る
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
支
援

が
本
格
化
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

　
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
育
つ
、

「
青
林
檎
」。
今
度
の
休
日
に
は
、
ぜ
ひ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

 

（
地
域
福
祉
推
進
担
当
）

地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て

と
も
し
び
喫
茶
「
青
林
檎
」（
相
模
原
市
緑
区
）

デッキテラスからは、美しい湖畔や山並み
が眺望でき、お腹だけではなく心も満たさ
れます

おすすめの“相模湖ダムカレー”は、
サラダとみそ汁がついて500円
調理ボランティアスタッフ募集中！

食材の差入れ大歓迎！

【発行日】2012（平成24）年6月15日（毎月１回15日発行）　　【編集発行人】鈴木和夫
【発行所】社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会　【印刷所】株式会社神奈川新聞社
〒221-0844　横浜市神奈川区沢渡４番地の２　☎045-311-1423　FAX045-312-6302　E-mail  kikaku@knsyk.jp

ご意見・ご感想をお待ちしています！
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